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※事務局記入欄 

№ 100 

【様式２】 

エントリー学校名：            北海道室蘭市立白蘭小学校 
活動名：       全国学テ結果分析後の取組～苦手分野の実質的な克服を目指して～ 
解決すべき課題： 

・これまでの勤務校では、全国学力学習状況調査の結果分析は入念に行うものの、それが担任を通して、何
らかの取組がなされ、児童の課題克服までには至っていなかった。 
・分析を基に、学校全体として児童の課題を共有し、実質的な取組を行うことで、課題克服を図りたい。 

目標・方針:児童の苦手分野を職員全体で共通理解し、実質的な指導を通して苦手分野の克服を図る。 
Ｐ︓苦手分野を、教職員で共通理解を図る。 
Ｄ︓苦手分野の授業を充実させることで児童の理解を深め、確かな力を育む。 
Ｃ︓単元を振り返り、定着状況を把握する。 
Ａ︓定着状況を、翌年度の当該担任に伝え、同系統の指導に役立てる。 

活動内容：  

Ｐ︓全国学テの結果を S－P表を基に分析。→「量と測定」領域に課題。 
「量と測定」領域を、本校児童全体の課題とする。（職員会議で学習指導要領を基に共通理解） 

Ｄ︓「量と測定」領域で後期に学習する内容を重点単元と設定し、指導を充実させる。 
   担任の負担を増やさず、担任外が積極的にサポートすることで、指導の充実を図る。 
   【重点単元の具体的な指導】 
   ア）レディネステスト︓担任外が採点し、課題が大きい児童には補充学習を行う。 
   イ）２名体制での授業︓重点単元では、全時間、Ｔ２を配置する。 
   ウ）単元末定着学習︓テスト前最後の練習の授業では、担任外が担任と相談して準備したプリントを使

い、たくさんの問題に触れる。また、大人をさらに２名増やし４名体制でサポート。 
Ｃ︓①担任外が単元テストを採点し、児童個々の定着状況を把握する。 

②単元テストの結果から、定着が低い（指導が不十分、あるいは難しい）内容を洗い出す。 
Ａ︓上記のＣ①は、集団の学習状況として、翌年の新担任に引き継ぐ。また、 

上記のＣ②は、その単元の指導状況として、翌年の同学年担任に引き継ぐ。 
活動の成果：  
【児童】・全学年において、重点単元では、テスト会社設定の期待点数を上回った。 

・単元末の授業後、複数児童から「近くに先生がいたから、分からない問題を聞きやすかった。」 
【職員】・「量と測定＝本校の課題なので、重点単元でなくても、量と測定のときは『よし、やるぞ︕』となる。」 

・「新しいことをやろうとすると、負担が増える印象があるが、この取組は、むしろ負担は減った。」 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・全国学力学習状況調査は、どの学校もせっかくやるのだから、分析止まりだと、勿体ない。しかしながら、担任
の負担が増えては、児童にとってかえってマイナスになりかねないので、担任外がちょっとだけがんばると効果的。 
・学校全体が大きく変わるわけではないが、児童の苦手分野に実質的なアプローチを行うことで、着実に苦手を
克服できる。「実質的に」が、とても大切。 
・単元を通して、Ｔ２が入ることで、Ｔ１の指導の意識が高まるという付帯的効果もある。 
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ここには、学級
全員の名前を、 
点数ごとに載せて
います。 

【Ｓ－Ｐ表による分析】 
北海道教育委員会主催の「組織力

強化会議」で紹介された、より効果的
な分析方法。 
この結果、面積の内容に課題が大き

かったので、「量と測定」領域を本校児
童全体の重点課題に設定した。 

【レディネステストのメリット】 
① 課題が大きい児童へ補充指導を行い、児童全員が既

習事項を把握した状態で重点単元に入ることで、児童
の苦手意識を軽減する。 

② 担任だけでなく、重点単元でＴ２に入る先生にも知らせ
ることで、授業でサポートする児童の優先度が分かる。 

全学年で平均到達率が期待到達率を上回った。 

 翌年、この集団の新担任に引き
継ぎ、同系統の指導時に生かす。 

 翌年、同学年の担任に引き
継ぎ、本単元の指導に生かす。 

【左記Ｃ①】 
全児童のテストの
点数、その児童の
誤答の傾向を記録 

【左記Ｃ②】 
テストの平均点、
全体的な誤答の
傾向、単元の進め
方の要点を記録 




